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千葉先生が、夢をかなえるための秘けつを話してくれまし

た。以降は、その授業から、お話の抜粋です。
教 室

小学校のときは、ずっとバイオリンをやっていました。直接、陸上競技とは関係はあり

ませんが、継続することの大切さを学びました。中学校では、テニス部に入りました。

中学校で誘われた駅伝で、陸上のおもしろさと出

会い、高校から陸上を始めました。駅伝チームのレ

ギュラーになれるのは、３０人の部員の中、５人で

す。練習のチームはＡとＢがあり、私はその中間で

した。Ｂチームでは余裕をもって練習できますが、

Ａチームでは遅れてしまいます。遅れると、はじめ

からやり直し。それでも、レギュラーになりたくて、

練習を続けました。同じように練習できるようにな

るのに、１年半かかりました。

あきらめない気持ちがあったからこそ、オリンピ

ックや世界陸上に出場できたのだと思います。

私は、あきらめそうになるとき、「やめればそれまでの苦労がみんななくなってしまう」

もったいないと思うようにしています。高校３年生で、駅伝のメンバーに選ばれました。

１区を任されましたが、思うように走ることができず、チームも敗退してしまいました。

全力でやったのですから、失敗することはしかたないと思います。その後、どうするかで

す。私は、「クソッー」と思い切り悔しがることにしています。失敗を恐れて、挑戦しない

ことの方が、もったいないからです。

オリンピックで１万メートルに出たときは２０歳でした。あんなに弱かった自分がオリ

ンピックに行かれたなんて、目標をもってよかったと心から思いました。夢や目標といっ

ても、それがかなうことを心から信じることができないと、その言葉は生きてきません。

夢や希望をもち、自分を信じることです。オリンピック後、けがで１年間休養となりまし

た。やめようと思った自分を踏みとどまらせてくれたのは、母校の後輩の姿でした。結果

ばかりを求めず、好きな陸上を楽しみたいという初心を思い出したからです。

もう一度、世界を目指し、世界陸上では、マラソンの銅と団体の金を獲得しました。私

は、インタビューがあると、「マラソンで金」と言い続けてきました。結果は銅でしたが、

金が目標だったからこと取れた銅メダルだと思います。目標は達成できないこともありま

すが、必ずその近くまで近づけるものです。大きな目標をもつことです。

アテネオリンピックでは、マラソンでの出場を目指

しました。国内３位に入ることが条件でしたが、結果

は４位、補欠でした。うまくいかないことがあっても、

自分の人生の主役は自分です。世界でたった一人の自

分を大切にしてください。３０歳で引退をしましたが、

上がり下がりの中で、強い心、あきらめない心、チャ

レンジする心、また、うまくいかないときは、弱い人

の気持ちがわかりました。陸上の中で、豊かな心を育

て、人として成長することができたと思います。

マラソンは、周りの人の支えがないと完走できませ

ん。みなさんの夢を周りの人に教えてあげて、応援をしてもらいましょう。


